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HMCメガネ: 
色によって印象を変化させる眼鏡型 HMD 

 

内海舞子†1	
 	
 栗原一貴†2 
 

	
 日々の生活で自分の外見的印象を良くしたい場面は多くある．そこで，印象を変える手段として色と眼鏡に注目す

る．色彩学では色ごとに象徴するイメージがあり，色によって自分の印象を変化させることができる．また，着用者
本人にも日常生活で有利となる心理的効果が期待できる．一方で眼鏡は，錯視が発生し目を大きく見せる効果がある．

また近年では，単なる視力矯正用の道具だけではなく，ファッションの一部として使用されることが増え，男女関係

なく身につけられ安価で手に入る装飾品となった．本研究では色の変化と眼鏡の効果を組み合わせた，色によって印
象を変化させる眼鏡型 HMD(Head Mounted Display)である HMC(Head Mounted Cosmetics)メガネを提案する．ユーザ評
価の結果，システムに肯定的な意見が多く，また改善，機能の追加が必要であるとわかった．そして，眼鏡型 HMD
としての新たな可能性を示すことができた． 

 

HMC Glasses: Eye Glasses that create a Visual Impression 
 

MAIKO UTSUMI†1	
 KAZUTAKA KURIHARA†2 
 

 Many people want to change their appearance daily. Consequently, the color and shape of eyeglasses are important. Each color 
has its own impact and we can change the visual impression we create by changing the color of the glasses that we wear. In 
addition, the color can have a beneficial physiological effect, while the prescription of the lens can create the illusion that our 
eyes are bigger. Recently, glasses have been used not only for orthoptics but also for dressing up. Anyone can buy and wear 
inexpensive glasses. This study proposes using HMC glasses that use colors and an optical illusion to change the impression one 
creates. An evaluation study got positive opinions and suggested altering the HMC glasses, indicating a new possibility for HMC 
glasses. 

 
 

1. はじめに    

	
 普段の生活で，自身の印象を良くしたいと感じている人

は多い．身なりを整え，清潔感のある洋服を着るのはその

ためであろう．個人が生まれ持った顔だけで印象を変える

のは簡単なことではないが，メイク，髪型を変える，服装

を変えるなどの工夫次第である程度の印象の操作が可能で

あると考えられる．その中でも，気軽に簡単に印象の操作

ができる一つの方法は色を変えることである．色彩学では

色ごとにイメージする概念がある（表  1）． 

表  1	
 色ごとにイメージする概念 1) 

色 イメージする概念 

赤 生命・活動的・情熱的・衝動的・破壊・暴力 

橙 家庭・仕事・自由・暖かい・深い知恵・推察力 

黃 好奇心・向上心・知識・幸福・軽快・カジュアル 

緑 穏やかさ・調和・自然・平和・バランス・協調 

青 平和・安全・冷静・誠実・清潔・若い・爽やか 

紫 高貴・優雅・魅力的・非現実的・霊的・神秘 

白 清潔・潔さ・美しさ・純粋・神聖・天国 

リーダーシップが求められる選挙演説で赤いネクタイを付

ける政治家が多いのは，赤という色からリーダーシップを
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連想させるためである．印象を与えることを重要視する職

業であるアナウンサーや政治家は与えたい印象に合わせて

身に付ける洋服の色を変える．ビジネスシーンに合わせて

メイクや服装の色を変える社会人は多い． 

	
 また，色からイメージされる概念が着用者にも様々な心

理的効果を与える（図 1）． 

 
図 1	
 色ごとの心理的効果 2) 
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色を身に付けることは，相手に与える印象が変化するだけ

でなく，本人の気分に関係すると考えられる．よって，色

によって相手に与える印象，本人の心理を変化させること

が可能である．しかし，日常生活で色を変えられる部分は，

装飾品，洋服，メイクによる顔・髪に限られ，本人の所有

しているものの範囲に限られる．また，それらは一日に何

度も交換できるものではなく，一日は同じ身なりで同じ印

象を与えることになる．会う人，場面によって，また本人

の心理状況によって求められる色は異なると考えられる． 

	
 一方，印象を良くするときに意識する顔のパーツとして

は目が重要視される．HOYAのアイケア事業部が運営する

コンタクトレンズ専門店「コンタクトのアイシティ」が 20

～35 歳の有職者女性 500 名を対象にしたアンケート 3)で，

「見た目の第一印象を決める上で重要な顔のパーツ」とし

て，「目」が二位を大きく引き離して一位に選ばれた．また，

「あなたが良い印象を受ける目は，どのような目ですか？」

という質問に対し「パッチリ大きな目」（37％），「力強さの

ある目」（20％），「華やかな目」（13％）などが上位に選ば

れ，印象の強い，はっきりとした目が好まれていることが

わかった．印象の強いはっきりとした目を実現するために

現在，もっとも活用されているのはメイクであると推測す

る．目に対しての化粧品は非常に種類が多く，アイライン

のように目元の強調や，マスカラによってまつげを伸ばす，

などがある．また，最近では二重にする整形手術やまつげ

の美容院に通うという方法もある．しかし，これらの方法

は手先の器用さ，メイクの慣れと時間，経済力が必要であ

り，だれもが実践できることではない．また，近年身だし

なみとしてメイクをする男性も現れたものの，まだまだメ

イクは女性の領域であり，現状，男性がメイクによって目

を変化させる方法はないと言える．そこで，顔に身に付け

る装飾品であり，男女関係なく使用できる眼鏡に注目した． 

	
 眼鏡は優れた装飾品である．森川ら 4)によると，眼鏡フ

レームによる目の大きさ錯視が発生するとされている．実

験の結果，眼鏡フレームは色が灰色より黒，細枠より太枠，

距離は離れている方が知覚された目は大きくなることがわ

かった．眼鏡は本来視力矯正用目的で高価なものであった

が，ファッションの一つとしての需要も増え，安価でおし

ゃれな眼鏡が流通するようになった．だれもが簡単に身に

つけられる，錯視による目の大きさの強調，の２点におい

て，眼鏡は優れた装飾品であると考えられる． 

	
 以上より本研究では，状況に合わせた色による印象の操

作，だれもが身につけられる装飾品として実装，の２点に

重点を置く．そして，その実装にもっともふさわしい形が

眼鏡型の HMD であると判断した．眼鏡フレームによる目

の錯視と目元の色の変化は印象の操作に重要であり，色の

操作という観点から電子的な視覚提示の制御を主な機能と

する HMD と相性が良いと考えられる．よって，本研究で

は眼鏡フレームと色によって目元の印象を強調できる

HMCメガネを提案する．  

2. HMCメガネ  

2.1 システム環境  
	
 スマートフォンで制御可能な，眼鏡フレームと色によっ

て眼鏡に印象を強調する HMD を開発する．システム環境

を表  2に示す． 

表  2	
 システム環境  

対応端末 iOS7.1.2 

使用言語 JavaScript， HTML5， CSS 

開発環境 jsdo.it 

2.2 konashiの採用  
	
 HMCメガネの制御に konashi 5)を採用する．konashiとは

ユカイ工学が開発した iPhone/iPadのための，フィジカル・

コンピューティングツールキットである．Bluetoothが搭載

されており，コードをつなぐことなく制御できる．Webサ

ービスの jsdo.it 6)と iOS用アプリケーションの konashi.js 7)

と連動して，マイコン側のファームウェアを開発すること

なく制御することができる．jsdo.itとは，2010年に株式会

社カヤックがリリースしたWebサービスであり，JavaScript，

HTML5，CSS のコードを書き実行することができる．

konahi.jsとは，konashiを JavaScriptでコントロールする iOS

用のアプリケーションであり，jsdo.it と連動し jsdo.it のコ

ードを手元で実行できる．Webサービスの jsdo.it上で開発

し，iOS用アプリケーションの konashi.js上で実行すること

で，スマートフォンで制御可能となる．konashi制御の環境

を図  2に示す． 

 
図  2	
 konashi 

	
 本研究では日常的な使用に違和感のないデザインを目指

しているため，小型である konashiは本研究に適している．

また，jsdo.itという Webサービス上でコード書き，その場

で実行可能なため開発環境の構築が必要ない点においても

優れている． 

2.3 デザイン  

	
 「日常的に身につけられることが多い装飾品である眼鏡

型の HMD であれば違和感が少ない」という仮説とその検

証をふまえ，デザインを決定した．検証の結果，日常的な

使用に最も違和感のない HMD のデザインは眼鏡型である
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と判断したため，眼鏡型を採用する．日常的に身につける

ことを想定しているため，機械的な部分は極力隠し，通常

の眼鏡のような見た目を目指した．眼鏡のそれぞれのパー

ツは 3D モデリングし，３D プリンターの黒または透明の

フィラメントで作成した（図  3，図  4）．また，小型の konashi

を採用し，配線が目立たない回路を組んだ（図  5）． 

 
図  3	
 メガネテンプルのモデル  

 

図  4	
 メガネフロントのモデル  

 

図  5	
 HMCメガネ  

2.4 関連研究  
	
 本研究では，konashi で LED を制御することで，眼鏡フ

レームと色によって印象を強調できる HMD を開発する．

LEDなどで色が変化する，点灯する眼鏡は珍しいものでは

ない．しかし，そのほとんどが子供用のおもちゃまたは，

機械的なデザインであり，日常的な使用に違和感のないデ

ザインではない．日常的な使用に違和感のないデザインに

することで，競合する眼鏡は存在しないと考える． 

	
 本研究と類似した研究，装置として BrightFace 8)と

FUN’IKI（Ambient Glasses）9)を挙げる．BrightFaceはユー

ザの表情に応じてアイコンをユーザの顔に投影することで

表情を拡張表現し，対人コミュニケーション支援を行うシ

ステムである．対して HMC メガネは光を顔に当てる部分

は一致しているが，感情ではなく印象の操作が目的である．

また，アイコンの投影にプロジェクターを使用するのに対

し，本研究は眼鏡を装着することで色の変化を実現し，特

定の道具の準備は必要ない．FUN’IKI とは「雰囲気眼鏡」

であり，メガネの三城が開発した製品である．フルカラー

LEDが搭載され，レンズ全体が光り，専用アプリケーショ

ンと連動してユーザに必要な情報を音と光で伝える．デザ

インが眼鏡であることと装置に LED が使用されている点

において本研究と類似している．しかし，FUN’IKI はユー

ザに情報を伝えることを目的として LED を使用している

のに対し，本研究は相手に与える印象を操作するために

LEDを使用している． 

	
 以上から本研究は，日常的な使用に違和感のないデザイ

ン，眼鏡フレームと色により目元の印象を強調するHMD，

の２点を新規性のポイントと想定し開発を進める． 

2.5 システム構成  
	
 HMCメガネのシステム構成について述べる．HMCメガ

ネは目元を明かりで照らし印象を操作することを目的とし

た装置である．目元の明かりはフルカラーLED で照らし，

その制御は konashiで行う．電源は konashiの電池から取り，

装着時にコードが目立たない構成にした．フルカラーLED

は目元を両サイドから照らすために２個使用し，RGBそれ

ぞれの LED を konashi のデジタル出力端子（PIO０〜５）

で制御した．LEDの制御は pwm制御で行い，点灯・消灯，

明るさの調節を可能にした．表  3 と図  6〜図  8 にピンの
構成と回路図を示す． 

表  3	
 ピンの構成  

LED ピン 色 

左 

PIO0 R 

PIO1 G 

PIO2 B 

右 

PIO3 R 

PIO4 G 

PIO5 B 

 
図  6	
 回路図  
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図  7	
 実際の配線  

 
図  8	
 konashi拡大図  

2.6 機能  
	
 ユーザが konashi.js からプログラムを実行することで，

HMC メガネの制御が可能となる．本研究で実装した機能

は以下の２点である． 

1. フルカラーLEDによる自由な色の選択 

2. LEDの明るさの強さの調節 

	
 ユーザが選択可能な色は，RGBを組み合わせた色の 7色

である．3色組み合わせたホワイト，2色組み合わせたオレ

ンジ，パープル，ライトブルー，単色のレッド，グリーン，

レッドである（図  9）．また，RGB それぞれの光の強さを

表すスクロールバーを用意し，ユーザの好みに合わせた色

合いを作ることができる．RGBの調節とは別に色はそのま

まで明るさを調節するスクロールバーも用意した（図  10）．  

 
図  9	
 選択可能な色  

 

図  10	
 UI 

3. 評価  

3.1 方法  
	
 本研究では，眼鏡による印象の変化，LEDの色による着

用者の気持ちの変化，眼鏡型 HMD の将来性の３点を明ら

かにすることを目的として検証を行う．評価は Googleフォ

ームを用いたアンケートで行う．アンケートは開発者が

HMC メガネの使用方法を説明しながら，実際に使用して

もらい，その後アンケートに回答してもらう，という方式

で行う．津田塾大学情報科学科の学生１２人に協力を依頼

した． 

3.2 考察  
	
 色のイメージを想像しやすい，LEDを赤と青に変えた場

合の印象の変化について質問した．目元の LEDは化粧のア

イシャドウのような目元の強調の効果があったと考えられ

る．目が強調されているように感じたかどうかについては

変化を実感した人が多かったが，そうでない人もいた．印

象の変化は主観的に感じたが，目がはっきりしたかどうか

は個人差があった．目元の色を変えることで心理的効果が

得られるかどうかは，色によってというよりも，装置を身

につけていること事態への高揚感があることがわかった．

また，自分の印象よりも感情をまわりに伝えているように

感じた協力者もいた．好みの色はブルーがもっとも支持さ

れたが，人それぞれであった．使用方法説明時に聞いた様

子では，全体的に淡い色が好まれアイシャドウのような使

い道を求める声が多かった．また，LEDのホワイトは LED

の赤，緑，青の色を混ぜて作ったためはっきりとしたホワ

イトが表現できず，残念がる声もあった．ホワイトには，

顔のトーンアップを期待する意見があった．眼鏡のデザイ

ンに関しては，黒縁眼鏡という一般的な色とデザインに好

感をもった人が多かった．また，ファッション・メイクと

いう観点から，黒以外の色を求める声もあった．今回，眼

鏡としては平均的なサイズを採用したが，人によってはサ

イズが合わない場合があった．一般的に眼鏡を購入する時，

4ⓒ 2015 Information Processing Society of Japan

Vol.2015-HCI-163 No.11
2015/5/15



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

 
 

眼鏡専門家によるサイズ調節が行われるので，HMC メガ

ネも個人に合わせられるデザインが必要であるとわかった．

眼鏡のパーツは３D プリンターで作成したため，デザイ

ン・サイズ等のカスタムメイドは可能である．使いやすさ・

機能面ではスマートフォンでの直感的な操作やボタンひと

つで LEDの色を変えられることが操作を簡単にし，好評で

あった．一方，現時点では LEDの配線がむき出しになって

いる状態であり普通の眼鏡のような感覚で使ってもらうに

は，さらなるデザインの改良が必要である．追加機能につ

いては化粧のような効果がある装置としての提案が多かっ

た．LEDの光を目元だけでなく頬でチークとしての光や目

全体にメイクを施す光がほしいという意見があった．今回

使用した LEDでは細かい色や淡い光の表現に乏しく，これ

らの実現は難しいが，今後 LEDの改善次第では実現可能で

ある．また，全体的に淡いカラーが好まれる傾向があった

が，ライブなどの特定の場面では濃い化粧が好まれ，はっ

きりした LEDの光にも使い道があることがわかった．印象

の変化という点においては，色の変化による感情のコント

ロールやプレゼンテーションの強調ができるのではないか

という意見があった． 

	
 アンケートを行った結果，全体的に眼鏡の目的やデザイ

ンに肯定的な意見が多く，HMD の新しい可能性を示すこ

とができた．アンケートの最後で，今後，一般的な眼鏡と

全く変わりのない眼鏡型の顔を魅力的に見せる眼鏡があっ

たら使いたいと思うかを質問した．協力者全員が使いたい

と回答し，実用化への可能性を感じた． 

4. 今後の展望  

	
 本研究では目元の印象を眼鏡フレームと色によって強調

できる HMD を実装した．デザイン面では，技術的な問題

からいくつかの問題があった．長時間の着用が困難であり，

少し機械的な部分が見えるデザインであること，LEDの明

かりが自然なものではなく，明らかに LEDの光であるとわ

かってしまうこと，が挙げられる．今後は技術の発展に期

待してさらにデザインを改良し，通常の視力矯正用眼鏡と

違いのない装置を目指したい．機能の面では，好みの色を

ユーザに任意で選んでもらう UI を実装し，光によって印

象を操作する HMD の新たな可能性を示すことができた．

現時点では色の調節は手動であるが，将来的に人間が操作

することなく，状況に合わせて自動で魅力的な光を作り出

す装置を開発したい．その応用として，コンサートのサイ

リウムのように音楽に合わせて LED の色を変える眼鏡や，

空気を読んで色を変える眼鏡を考えている．また，LEDを

顔に当てるという点においては，ブラックライトを顔に当

ててメイクが楽しめるのではないかと推測する． 

	
 現在の HMDの傾向は小型が進んでおり，GoogleGlass 10)

のようなスマートなデザインの HMD が登場し，従来の

HMD のような機械的な印象は薄まりつつある．将来的に

HMDは現在のような明らかに機械的なデザインではなく，

洗練され身につけても気にならない程度の装置になると推

測する．また，HMD が大衆に普及し，今のスマートフォ

ンのようにだれもが持ち歩く（身に付ける）装置になるだ

ろう．このような筆者が推測する世界観と非常に類似して

いるのが，アニメ「電脳コイル」11)の世界観である．作中

では，子供たちの間でどこでもインターネットに接続でき

る「電脳メガネ」が流行している．今後，大人も子供もイ

ンターネットだけでなく，さらに機能の拡張した HMD が

普及することを期待する．HMD とは別に，いずれは視力

矯正用の眼鏡も必要なくなるのではないかと考えている．

しかし，装飾品としての眼鏡は今後もなくならないと予想

し，そうあることを願っている．本研究を通して，眼鏡型

の HMD で印象の強調という新たな可能性を示すことがで

きた．筆者の考える将来像が現実になった場合，技術的に

眼鏡型である必要がなくても，一つのデザインとして眼鏡

型を採用し，その機能の一つとして印象を良くする機能を

実装する予定である． 

	
 また，今回は眼鏡型を採用したが，顔に装置を身に付け

ることによって化粧のような印象の変化を期待する HMC

の装置の意義を示すことができた．今後，HMC イヤリン

グや HMCカチューシャなども実装したい． 

5. 結論  

	
 本研究では，新たな HMD の HMC メガネを提案・実装

した．また，事前調査として HMD に対する意識調査し，

どのような HMD のデザインが日常的な使用にふさわしい

かを明らかにした．３D プリンターで HMD のモデルを作

成し，違和感を問うアンケートを行った結果，眼鏡型の

HMDがもっとも自然であるとわかった．HMCメガネは実

験協力者に主観的にどのように感じたかのアンケートを行

い，検証した．HMC メガネに対し肯定的な意見が多く，

眼鏡型 HMD としての新たな可能性を示すことができた．

また，印象の操作という点で化粧品のアイシャドウやチー

クのような使い方やプレゼン時の強調手段としての使い方

が提案された．今後の技術の発展で装着しているかわから

ないほど小型の HMD が開発されることが予想される．し

かし，眼鏡型 HMD の可能性が本研究で明らかになり，眼

鏡型がひとつの型として定着することを願っている． 
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